
                                  

  

北見先生と「能」との出会い 

 

① 高校生の時 

② 年に 1度の芸術鑑賞授業 

③ 能楽師によるワークショップ 

④ ワークショップ 囃子の解説 

楽器体験 

⑤ 能・・・半能《舎利》     

  

  

 

 

 

囃子 謡や能をはやし立てること 

      太鼓・大鼓・小鼓・笛（能管） 

地謡 能楽で地の文の部分を、舞台の 

     端にいて大勢にてうたうこと  

その人々 またはその謡 

 

 

ユネスコの無形文化遺産に登録!! 

伝統芸能から人間ドラマを楽しむ   特別短期講座 

 

テーマ  ： 第１回 「日本伝統芸能の概説」 

日  時 ： 2023年 4月 12日  ９：４５～１１：４５ 

講  師 ： 北見 真智子 先生   （大阪音楽大学講師・音楽学） 

  

 

 

                                 

                 

 

 

 

 

 



能・狂言の始まりは？ 

奈良時代にまで遡る⇒中国大陸から渡来した「散楽」 

  〇 滑稽な物真似芸（お笑い） 

  〇 曲技（アクロバット） 

  〇 幻術（マジック） 

能  歌舞→人物の設定、歌や舞の組み合わせ、劇的 

     要素が加わり演劇性を帯びる 

狂言 滑稽な物まね・寸劇→人物の設定、簡単な筋書き、

それに従った単純な演劇に  

 

 

近世  時代区分（一般） 江戸幕府の成立 

時代区分（音楽） 三線が琉球から日本本土 

            （1558―1570）から 

 

 

 

 

 

 

 

三線   ニシキヘビの皮 

ツメ    水牛の角 

三味線 猫（または犬）の皮 

撥     象牙、木、べっ甲 

 

 

 

 

 

 

歌舞伎・人形浄瑠璃    

  江戸時代の庶民文化のもとに成立 

 



 

 

女（遊女）歌舞伎 

若衆歌舞伎 

野郎歌舞伎 

  男性が女役を演じる「女方（女形）」が成立 

  舞や踊りよりもストーリー性重視 

  （今日の歌舞伎の原型） 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度のカリキュラム 

 

   午後からのオリエンテーション 

     クラス運営 

     カリキュラム説明 

     自己紹介 

 

 

 

（担当：千種） 

４/１２  日本伝統芸能の概説 

５/１０  『葵上』（能）～女のプライドと愛のはざま 

６/１４  『勧進帳』（歌舞伎）～主君・忠義 

７/１２  『隅田川』（能）～母子の愛 

９/１３  『俊寛』（能・歌舞伎）～運命の人 

１０/１１  『曾根崎心中』（文楽）～葛藤の果てに 

１１/８   ☆見学会（篠山能楽史料館） 

１２/１３  『髭櫓』（狂言）～夫婦のかたち 

１/１０   『魚屋宗五郎』（歌舞伎）～悲しみと怒り 

２/１４   講談を知る（【修羅場読み】も体験） 


